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◆今年度の活動を振り返って（成果と課題）
神都の祈りは夏が終わった頃には完売していました。販
売し出したのが春からなので、短い期間に多くの人に飲
んでいただけたことになります。来年度のお酒も多くの方
に飲んでいただきたいのが一番の思いです。学生は主
に、出来上がったお酒が飲み手に渡るまでの、商品とし
ては一番大切でイメージが作られやすいところに関わりま
す。地域の方と交流しながら、その役目をきちんと自覚し、
神都の祈りのストーリーを魅力的に伝えていきたいと思
います。

7月に昨年度作ったお酒を、PRし販売することが今年度の主な活動に
なりました。
酒サミット、斎王まつり、鳥羽の花火大会に出店。どのようにしたら神都
の祈りの魅力をきちんと伝えられるかを試行錯誤しながらPR販売し、また、
巫女のコスプレをしたりして楽しみながら地域の方々と交流できました。
秋には、日本酒がブームになっているパリの、日本酒専門店メゾンドサ
ケでのプロモーションに参加させていただきました。日本酒や、斎宮など
日本の文化が海外に実際に発信されている場に学生として参加できた
ことは貴重な経験となり、海外から見た日本というとを考えることができま
した。
また東京で行われた、アグリビジネス創出フェアにも参加しました。企業
に混じっての展示試飲だったので、深く興味を持ってくださる方が多かっ
たです。学生それぞれが神都の祈りに対して色々な価値を持っているの
で、同じお酒を紹介するのにも一人一人の個性が出ました。
神都の祈りは全て地域で作られたお酒です。毎年毎年同じ味にする一
般的な日本酒と違って、その年の気候、お米お水の状態で味に変化
があり、ワインのように楽しんでもらえます。ですので、より地域のことをイ
メージして飲んでもらえると思います。来年度のお酒として先にできた、御
裳濯川は今年のものと風味が違いました。
今年の神都の祈りは、酒蔵さん、明和町などの地域の方々、先生、先
輩方などたくさんの人が関わってできたお酒です。来年度もそれは変わり
ませんが、そうしてできたありがたいお酒をPR販売するために学生が主体
となってイベントを企画するなど、学生だからできることを考えていきたいと
思います。

2017 ６ 107

・13
日
田
植
え

12

・3.

4
日
斎
王
ま
つ
り
ブ
ー
ス

出
店

・22
〜
28
日
パ
リ
メ
ゾ
ン
ド

サ
ケ
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
Ｒ

・1
日
旭
酒
造
醸
造
祭

・4
〜
6
日
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
フ
ェ
ア
出
展

・17
日
新
御
師
塾
主
催
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
試
飲

・24
日
高
柳
の
夜
店
で
Ｐ
Ｒ

・9
日
稲
刈
り

・21
日

伊
勢
萬

完
醸
祭

９

・28
日
鳥
羽
み
な
と
祭
り
出
店

1 ３

・18
日
旭
酒
造
完
醸
祭
（
予
定
）

5

・28
日
酒
サ
ミ
ッ
ト
出
店

11

特にアピールしたいポイント

実施主体様の声
明和町の地方創生事業の一環として産学官連携日本
酒プロジェクトが始動し、初年度分は早々に完売するな
ど順調な取り組みとなりました。
このことは皇學館大学の学生や先生方のご協力のほか、
学校法人としても全面的にご協力いただいた賜物かと
思います。
本プロジェクトは学生が自ら、酒米の生産から製造、販
売までに携わったことの意義が大きく、今後も学生の斬
新な発想を今後もご提案いただくことを期待しています。
関係する多くの皆様に感謝申し上げるとともに、今後の
プロジェクト取り組みを通じて、引き続き明和町の活性化
につなげていただくことをお願い申し上げます。

活動実施主体：明和町防災企画課
担当教員：千田 良仁（教育開発センター）


